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研究課題：遮光資材のべたがけ被覆による培土ホワイトアスパラガスの着色抑制技術

（岩宇地域におけるホワイトアスパラガスの省力・長期出荷のための栽培管理法）

担当部署：原子力環境センター 農業研究科

協力分担：

予算区分：道 費

研究期間：2004～ 2007年度（平成 16～ 19年度）
１．目的

培土によるホワイトアスパラガス栽培では若茎の頭部を日射により着色させないために、

１日朝夕２回の収穫が基本であり、この労働性及び経験の必要性が栽培減少の一要因とな

っている。このため、本試験では遮光資材のべたがけ被覆により着色を抑制し、１日１回

の収穫で２回収穫と同等の品質と収量性を確保できることを実証する。

２．方法

１）試験場所 共和町梨野舞納 現地圃場（品種：ガインリム）H17～ H19（３反復）
共和町宮丘 原環センター圃場（品種：同）H18～ H19（２反復）

２）使用資材 トリプルシート（サイレージ用シートカバー：厚さ 200μ m３層構造、
片面黒色、片面白色のシート）

３）処理区

（１）被覆方法：培土上に直接べたがけ被覆（表面を黒とした場合は「黒べた」、表面を

白とした場合は「白べた」と呼称（以下同じ））

（２）設置方法：シートの片側を固定し、もう一方を開閉可能なように簡易固定

（３）収穫期間：無被覆区、「黒べた」区は 40日間、「白べた」区は 50日間
（４）収穫回数：原則１日１回（午前）、ただし原環センター圃場の無被覆区にあっては、

１日１回と、１日２回（午前、夕刻）

４）調査項目

（１）収量調査：若茎数、重量、茎径、着色程度注１）、頭開度注２）、若茎の Brix値および
培土内の地温推移

（２）収穫後の生育調査：茎数、茎径、重量（枯凋後の茎葉部）、Brix値（枯凋後の貯蔵根）
（注１：着色程度「無」～「極濃」の５段階、注２：頭開度指数「１」～「10」の 10段階、数値

が大きいほど締まりが良いことを示す。）

３．成果の概要

１）べたがけ被覆により培土内地温が変化し（図１）、温度が高くなった「黒べた」では、

無被覆に比べて収穫開始が早まり 40日間収量は増加し、温度が低下した「白べた」で
は収穫開始が遅れ 40日間収量は減少したが、50日間収量では増加した（表１）。つま
り、「黒べた」には前進栽培性があり、「白べた」には抑制栽培性がみられた。

２）べたがけ被覆により着色抑制（図２）が図られ、総収量に対する規格内収量が向上

した（表１）。

３）「黒べた」では、収穫期間中の若茎 Brix値の減少が早く、当年の収穫後の生育が若
干劣る傾向がみられたが、１年間の被覆栽培後、翌年の無被覆栽培での収量、生育は

前年の無被覆栽培後に比べて劣ることはなかった。また 50日間収穫の「白べた」も同
様であった（表２）。

４）べたがけ被覆により、規格内収量は現地試験で無被覆（１日１回収穫）に比べ「黒

べた」（40日収穫）で 1.8～ 2.3倍、「白べた」（50日収穫）で 1.9～ 2.0倍となった。
所内試験では無被覆１日２回収穫と比べ規格内収量は、「黒べた」で 1.2～ 1.7倍、

「白べた」で 1.0～ 1.5倍に向上し、１日１回での収穫が可能であった（表３）。
５）以上から農家慣行栽培とべたがけ被覆栽培を比較したのが表４である。



４．成果の活用面と留意点

１）培土による露地ホワイトアスパラガス栽培の収穫省力化と出荷期間の延長に資する。

２）本試験は共和町の品種「ガインリム」での試験結果である。

３）被覆処理は１年のみで、他の年は無被覆での試験結果である。

４）被覆資材はトリプルシート（片面黒片面白）を使用した。

５．残された問題とその対応

１）べたがけ方法、開閉方法の改良

２）被覆資材による連用栽培時のアスパラガスの適正な収穫期間

図１　H18べたがけ被覆が地温に及ぼすべ影響（現地）
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　表２　前年の被覆栽培が翌年の収量、生育に与える影響(現地）

総収量
若　茎
Brix値

枯葉期
茎葉重

貯蔵根
Brix値

総収量
若　茎
Brix値

枯葉期
茎葉重

貯蔵根
Brix値

(kg) 収穫40日 (g/m畦) (11/28) (kg) 収穫40日 (g/m畦) (11/27)
H18黒べた 1055 5.1 606 18.0 809 5.3 750 21.9
H18白べた 970 5.5 902 18.3 762 5.8 753 18.9
H18無被覆 831 5.4 751 20.1 719 5.7 751 20.1

 １日１回収穫

処理区

平 成 18 年 （ べ た が け ）平 成 19 年 ( 無 被 覆 ）

　表３　H19べたがけ被覆が規格内収量に及ぼす影響(所内）
総

若茎数
平均
一茎重

総収量
規格内
収量

規格内
率

(本/10a) (g) (kg/10a) (kg/10a) (％)
黒べた 46218 26.4 1253  (170)<151>   758  (275)<175> 60.6

白べた 40440 23.8    989  (134)<110>   644  (233)<149> 65.3

無1回取り 26664 26.3  738  (100)< 87>   276  (100)< 64> 37.3

無2回取り 32497 25.0  852  (115)<100>   432  (157)<100> 50.7

　規格内収量：一茎重13g以上、着色程度‘無～淡’、頭開程度７以上、傷等の外観異常無し

(　 )は無被覆１回取りとの比、＜　＞は無被覆２回取りとの比

黒べた、無被覆は40日収穫、白べたは50日収穫

処理区

　表１　H19べたがけ被覆が収量および規格内収量に及ぼす影響（現地）

　　　　　　累積総収量（Kg/10a）
規格内
収量

規格内
率

～5/9 ～5/19 ～5/30 ～6/9 ～6/19 (kg/10a) (％)
黒べた 29979 25.0 222 386 582 795   504  (179) 63.6

白べた 27813 28.3 88 274 429 618 819   543  (193) 65.6

無被覆 28479 23.6 182 346 513 719   282  (100) 38.7
　規格内収量：一茎重13g以上、着色程度‘無～淡’、頭開程度７以上、傷等の外観異常無し
 (　 )は無被覆との比
 １日１回収穫、黒べた、無被覆は40日収穫、白べたは50日収穫

平  均
一茎重
　(g)

処理区
総若茎数
(本/10a)

図２　被覆および収穫回数と着色程度の関係
（Ｈ19所内）
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 表４　農家慣行の１日２回収穫とべたがけ栽培による収穫との比較および特徴

１日の収穫回数 総収量比 規格内収量比 特　　　徴

黒べた被覆 　１回 110～150 120～170 収穫始めの収量性増加（前進栽培性）

白べた被覆 　１回  90～110 100～150 慣行栽培終了後収穫可能（抑制栽培性）

農家慣行 朝夕　２回 100 100

注）白べたは50日収穫、他は40日収穫




